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新型コロナウィルス対策に関する緊急提案 
 
	 新型コロナウィルスの感染拡大により、マスク不足が問題化しています。 
マスク不足の背景には、マスクの製造拠点が中国などの海外に偏っていること

があります。今回の事態は、日本社会が生活必需品の生産に限らず、労働力や

市場を中国に依存するリスクを明らかにしました。 
 
	 アサザプロジェクトは、１９９５年から霞ヶ浦再生を目指して、多様な主体

の協働によるネットワーク事業を推進してきました。中心の無いネットワーク

により地域に想定外の出会いと協働を生み出し、自己完結させない付加価値の

連鎖でつながる様々な事業を展開してきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	 私たちは、アサザプロジェクトのネットワーク事業やこれまでの経験を基に、

今回の事態について以下の提案を致します。 
【概要】 
1. 現在、休業に追い込まれている事業者にマスク製造機の貸し出し、生産を
行なってもらう(雇用の維持)。 

2. 生産されたマスクを、地元の NPOや休校中の学生ボランティアが高齢者な
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ど必要な家庭に配る(地域を理解する学習)。 
3. マスク製造機が提供できない地域等には、NPOに依頼をしてボランティア
による在宅でのマスクのネットワーク製造を行い、製造されたマスクの品

質検査と配布を行う(NPOへの助成)。 
4. 事態が落ち着いた段階で、マスク製造機を、地域の福祉作業所や支援施設
などに移転して、ペースを落として生産を継続させる。 
 

 
【戦略】 
・	作業所等で製造されたマスクのデザインやマーケティングを中学生が総合

学習で行う。中学生は、地域の状況を調査して、緊急時支援や援助の必要な

人達を把握しデータベース化する。（情報詰め込み型教育から思考型教育へ

の転換） 
・	製造されたマスクを配布する学習を実施。訪問しながら、聞き取り調査を行

い多様なニーズの把握をする。 
・	緊急時には、マスク製造機を休業に追い込まれた町工場等に移転して量産体

制をつくる。 
・	厚生労働大臣もマスク配布方法に問題点があることを認めていました。緊急

時の配布方法に関しては、中学生が総合学習で作成したデータベースを活用

して、必要性の高い家庭を抽出して優先的に配布する。配布は、休校中の中

学生など学生ボランティアが参加して行う(非常時はポストへの投函)。 
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【期待できる効果】 
これらの体制づくりを行うことで、地域の協働の輪、縦割りではないネット

ワークの形成を可能とします。東日本大震災の時のように、想定外の危機を乗

り越えることができる地域の担い手の創出を期待できます。今回の危機を未来

に生かして、柔軟かつ迅速に各地域が主体的に対応できるようにします。 
	 日本社会をはじめ世界において、新型コロナウィルスが社会・文化・経済面

で非常に大きな影響を及ばせている事態や、東日本大震災のように何十年にも

及ぶ被害をもたらす事態は、今後も起こる可能性が大いにあります。その場し

のぎの一過性の取り組みよる対策に終わらせることなく、将来想定される危機

に備え、社会システムの転換を目指しアサザプロジェクトが進めてきた対話的

分散事業を参考にした危機対応への発想転換を、国や自治体に求めます。 
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